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【００３４】
　そして、冷媒が、冷媒入口(17)から高温側冷媒通路(12)内に流入して冷媒出口(18)から
流出するまでの間に、液溜(14)内に入るとともに、液溜(14)内から高温側冷媒通路(12)に
戻るようになされている。　　　　
　ここで、高温側冷媒通路(12)における冷媒入口(17)から冷媒出口(18)までの距離をＸ、
冷媒入口(17)から高温側冷媒通路(12)内に流入した冷媒が液溜(14)内に入るまでに流れる
距離をＹとした場合、０．１５≦Ｙ／Ｘ≦０．８という関係を満たしている。また、前記
距離Ｘと前記距離Ｙとは、０．２≦Ｙ／Ｘ≦０．４という関係を満たしていることが好ま
しい。なお、冷媒入口(17)から高温側冷媒通路(12)内に流入した冷媒は、所定の大きさを
有する開口(19)および冷媒通過口(24)を通って液溜(14)内に入るので、冷媒入口(17)から
高温側冷媒通路(12)内に流入した冷媒が液溜(14)内に入るまでに流れる距離Ｙは、開口(1
9)および冷媒通過口(24)のどの部分を通過するかによって変化することがある。しかしな
がら、この場合であっても、すべての前記距離Ｙについて、Ｙ／Ｘが上述した関係を満た
している。
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